
初冬の安達太良山にほんとの空を見に行った 

                                                                     （報告）M.T 

〇山行期日：2017年 12月 2日～3日 

〇メンバー：会員 4人 

 
10 月の初めに白根三山で夏山の締めくくりもしたし、今年は少しだけ冬山にも挑戦したいな、と思っ

て参加した。装備で持っていなかったアイゼンもスノーシューも、いろいろな方の尽力でお借りできた。 

土曜日の朝、高田馬場で待ち合わせ、リーダー愛用の軽・

4WDのワンボックスに 4人乗り込んで出発した。東北道で事

故渋滞に巻き込まれ 1 時間半のロス。渋滞を抜け、他の車

の流れに乗って猛然とダッシュしていると安達太良山が見

えてきた。午後 1時過ぎに奥岳登山口に到着。 

 

＜奥岳登山口は雪がなかった＞ 

 

身支度を整えて 1 時半、ようやく歩き出した。天気は良

い。10 分もすると道は雪に覆われ、たちまち冬景色となった。途中、二本松ののどかな家々や畑を見晴

らしたりしながら、稜線の見える勢至平まで 4 人まちまちのペースで歩く。太陽が沈みかけた安達太良

山の稜線を眺め、明日歩く道を想像した。山頂まで直結の道との分岐を通り過ぎると、間もなく今日泊

まるくろがね小屋が見えてくる。谷を挟んだ右側の斜面は、葉を落とした木々の枝一本一本にふんわり

と雪が付き、山に静かに冬が訪れたことを教えてくれた。 

4 時に小屋到着。 

 

＜くろがね小屋到着です＞ 

 

垂直はしごを上った 3 階の部屋が今日の寝床だ。この小屋の

名物は温泉だ。湯の花がたくさん踊る白濁した浴槽から、大き

く窓を開け放ち裏の山を眺めながらの入浴。寒くて狭いが、身

も心も温まる極上の温泉だった。 

1 階の食堂は既に昼間から宴会するグループで満員だった

ので、窓際のカウンターに椅子をかき集めてちんまりと乾杯し

た。夕食はカレーライス。これがなかなかおいしくてお代わり

までする。周りを見ると、食事付きの客より食料持参で鍋をしている人の方が多い。 

そうか、ここは駐車場からたったの 2 時間半ばかり緩やかな坂道を登って、山の空気を吸って、極上

温泉に入って、好きなものを持ち寄って仲間や家族と宴会する場所だったのだ。夕食時間後も柔らかな

灯りの下、赤い炎が透けて見えるようなだるまストーブが暖めてくれる吹き抜けの食堂で、顔を赤くし



て大きな声でおしゃべりしている人がたくさんいる。4 回も温泉に入ったと話す客がいる。うーむ。一口

に山小屋といっても場所により環境が違うのだと改めて実感する。それぞれの小屋にはそれぞれの流儀

がある。 

＜この上の空がほんとの空です＞ 

高村幸太郎「智恵子抄」 

 

翌日も快晴。スコーンと突き抜けた濃い青の、ほんとの空が広

がっている。アイゼンをつけて 7 時 40 分に小屋を出た。淡々と

坂道を上る。登山道を横切ってうさぎの足跡が残っている。石に

こびりついた雪がエビフライのしっぽのようだ。木の枝に雪が吹

き付けられて、ちょっとした樹氷となっている。ひょろひょろと伸びた枯草には雪がこびりついて、ま

るで山のチンアナゴ。灌木は白いサンゴのよう。赤い実が白い雪に映えてとてもかわいい。 

 

＜樹氷を撮影中＞ 

 

この辺りはチェーンスパイクで十分行けそうだ。実際

そうしている登山者もいた。 

直接山頂まで行く道と稜線を歩くコースへの道との

分岐を経て、いったん少し下り、山頂までまっすぐ行く

道を選ぶ。山頂までの斜面は少し急だ。だが、雪が道端

の石ころや段差を覆い隠し、表面はなだらか、コース取

りは自由。ある意味、山の表面を滑らかに空中散歩して

いるようなものだ。この日は天気も良くコンディションは最高、雪山の良いとこ取りでのんきに歩いた。 

9 時 11 分、ポッコリとした安達太良山の山頂の前に着いた。大人数のグループと抜きつ抜かれつして

おり、我々が若干早く到着したので、急いで荷物をデポ

して、9 時 18 分山頂到着。風が強かったが、360 度の眺

望。東北の山は全く分からず、どれが何やらであったが、

あっちにもこっちにも雪をかぶったカッコいい山並みが

見えて非常に美しかった。 

 

＜山頂直下。この先にザックをデポして山頂へ＞ 

 

すぐに大グループが登って来そうだったので、また急

いで降りてやっと小休止。写真を撮りあったりした。 

下りは足元を見ているので、灌木にこびりついた雪の模様がよくわかる。急な下り坂も雪に覆われて

おり、爪の長いアイゼンのおかげで快適に下山。道々、地元の日帰り登山者と一言交わしながら狭い道

をすれ違う。薬師岳の見晴らし台で一服したら、すぐにスキー場のゴンドラが見えてきた。雪も少なく

なりどろどろの斜面となったのでアイゼンを外し、スキー場を下る。12 時 14 分、全員スキー場を下り



きり、今回の登山は終了。帰りは岳温泉につかり、名物

のソースかつ丼に挑戦した。 

 

東北道に乗ると、右の後ろに安達太良山が見える。さ

っきまであんな所にいたんだと思いながら、振り返り振

り返り東京に向かった。 

いろいろな方のサポートがあり、きちんとした装備を

付けた初めての雪山登山に行くことができた。道具を貸

してくださった方、今回の登山を企画して、道具を調達

し、運転し、面白い話を聞かせてくださった同行の皆様、

ありがとうございました。                ＜ボリューム満天のソースカツ丼＞ 

 

＜行程＞ 

■12/2(土) 13:30 奥岳登山口駐車場－15:10 勢至平－16:00 くろがね小屋 

■12/3(日) 7:40 くろがね小屋－8:34 峰の辻（分岐）－9:11 安達太良山山頂直下（デポ）－9:18 山頂－9:30~9:40 安達太

良山山頂直下－10:47～11:01 薬師岳－12:14 スキー場－12:20 奥岳登山口駐車場 

 

＜綺麗でした＞                   ＜山頂です＞ 

 


